
読谷村ゆたさむら推進部商工観光課
℡：098-982-9216

問合せ先・電話番号

●豊富なスポーツキャンプ受入実績
野球、サッカー、ラグビー、ソフトボール等などアマから代表チームまで
受け入れた実績を活かした、読谷流ウトゥイムチ（おもてなし）
●多種多様な資源
スポーツ施設のみならず宿泊施設も豊富。
自然海岸や世界遺産など多種多様な観光ツールを有し、
スポーツコンベンションに最適な環境。
☞幅広いニーズへ対応したスポーツ実施場所の提供

計画期間：～令和９年３月31日

【フォローアップ欄】 令和7年度以降における計画の進捗状況

＜目標＞

＜セルフチェックシート＞

＜ＰＲポイント＞

〈現状・課題＞

スポまち！表彰2024
⑳沖縄県読谷村

①「キャンプチーム×地域コミュニティ」のつながり創出
・選手の第二の”ふるさと”となるよう、学校や自治会等との交流を促進
・地元住民にチームのファンになってもらうことによる生きがいづくりの創出
・競技の体験会等を活用した地域コミュニティの活性化促進
②読谷村ファン獲得に向けたスポーツツーリズムの推進
・スポーツツーリズムになり得るアクティビティを掘り起こし、県外から
幅広い層のプレイヤー・観光客を誘客する。⇒選ばれるまち、誇りを持てるまちへ≪読谷愛の醸成≫

スポーツコンベンション事業の拡大・発展が必要な段階であり、本事業を通した、交流・関係人口の創出・拡大を
が重要。社会的な課題として、年少人口・生産年齢人口の減少や、地域コミュニティの希薄化が懸念視。

〈総合的な取組内容＞

＜継続的な取組を確保できる体制（図）＞

スポーツ×よみたん ふるさとづくりプロジェクト
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現在 将来

これまで取り組んできたスポーツキャンプ・大会受入等スポーツコンベンション事業をレガシーとして活用することにより、
交流・関係人口の創出・拡大を目指す。来訪者、地元住民誰しもがふるさとと思えるむらづくり
スポーツコンベンション受入件数：16件→17件 スポーツツーリズムコンテンツ創出数：０件→２件 地域交流事業数：３件⇒５件

読谷村ｽﾎﾟｰﾂｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ受入協力会
（事務局：商工観光課）

競技団体
・地域交流

宿泊施設
・受入連携

観光協会
・イベント企画

商工会
・特産品等

教育委員会
・施設整備

村内事業所
・協賛等


	20_沖縄県読谷村
	スライド番号 1


